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6月 8日 (土)～ 9日 (日)、滋賀県大津市で、いのちと健康西日本
セミナーが開催されました。東は千葉、西は福岡の地域から、 200名

を越える参加がありました。辻村全国センター理事長が開会挨拶、記念
講演、特別報告、7つ の講座が持たれ、いのちと健康を守る運動の前進、
構築に向けて熱心な討論 。学習が行われました。全体会では、勝利の報
告、支援の訴えなどがありました。愛知からは、名水労4名 、伊豆原、
宮崎、今枝、鈴木など総計20名が参加しました。

記念講演

人間らしく働き生きること
―スウェーデンでの生活を通じての検討一

滋賀医科大学予防医学講座助教授 峠 田 和 史

■問題意識

私が働く人の健康問題に接する中で抱き続けている疑間は以下(1)(2)の二点です。
スウェーデン社会との比較も行いながら、日本の 「人間らしい生活」のあり方につい

て考えて見たいと思います。

(1)働くことは死ぬほど大切なことなのか
「過労死」事例に関わつていつも直面する 「奴隷でもない、判断力のある労働者が

なぜ死に向かつての歩みを止めることができなかつたのか」という問題意識です。あ

る人は 「会社のために」、ある人は 「職を失わないためど、ある人は 「家族のため」、

ある人は 「教え子のため」に死に至る階段を上り請めて行つたのです。なぜ会社のた

めに死ぬほど働くのか? な ぜその歩みを踏み止める 「力」が作用しなかうたのでし

ょうか?と いう疑問を感じます。

僕頬朝の簿義鶴鶴抜
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(2)どうして健康に生きる権利を主張しきれないのか

職業性腰痛や頚肩腕障害など過労による筋骨系疾患が多発しレ対策が遅れている職

種としては、福祉、医療、教育職があります。

私は、こうした領域の労働が持つ特性を、「人が、人に直接働きかける労働 (生活)
であり、労働 (活動)の 基本的な内容は、対象となる人の人権に関わる行為である。

具体的には、生命 =健康や教育 ・発達や生活の保障に―関する労働 (活動)」として認

識し、職場における健康問題の改善に向けて研究実践してきました。これらの職種で

健康問題に取り組む大きな壁に、自分の健康や生活を省みることなく、労働の対象と

なる 「人」のために頼張ることが 「良い」専門家の条件のように考える労働者の意識
があります。

今の学校 ・教育の困難さの原因を、教員の努力不足や指導力の低下に転嫁 しようと
している動きは、典型と言えます。教育労働者だけで考えてみると、教員のこうした

健康観 ・生活感は教員自身の健康破壊に対しての取り組みを弱めるだけでなく、教育
を通じて、子どもたちにそうした労働感を受け継がせることにもなり、その影響は極
めて深亥」です。

労働者自身が r滅私奉公」的労働感を許容している限り、健康問題の展望が見えま
せん。福祉、医療、教育職に見られる 「健康に生きる権利」を主張しきれない4LR向は、

職業的な宿命なのでしょうか疑間に感じます。

■日本人の健康観 =生 活感

日々の生活や健康が脅かされる危険性を早い段階で察知し行動できるかどうかは、
その人の健康観や生活観によるところが大きいといえます。その人が所属する集団や

社会の価値観が構成員の健康観や生活観に大きな影響を与えます。

国レベルで考えれば、学校や家庭での生活を通じて、子ども達に大人の健康観や生

活観を
“
伝授
"し
ていくことになります。私たちが自分に適した健康観や生活観を身

につけていれば、健康や生活を守る力となるはずです。

我が国の憲法では、第25条で、健康で文化的な最低限度の生活を営む権利を定め、

第 8条 では、「憲法が国民に保障する基本的人権は不可侵の権利として現在及び将来
にわたつて国民に与える」とされています。こうした国民の権利が実践的に守られて
いれば、「過労死」が起こるとは思えません。憲法12条に、国民の権利は

“
国民の不

断の努力
"に
よって保持されるものであることが書かれています。健康に生きること

は、我々の
“
不断の努力

"抜
きには実現しないのです。

■ 「後の祭 りの健康観」
「健康とは失って初めて有難みがれかるもの」というのは、病気になつた人の実感
からでた言葉だと思われます。そして、日頃健康を考えることが少ない私たちの健康
観を象徴した言葉でするこの健康観を、私は 「後の祭り健康観」と読んでいます。つ
まり、医者に病気と診断されるまで健康がわからないことになります。残念ながら我
々の健康観は、この域を出ないことが多いと思います。
病気になつたり死んだりしてから気づくような健康観では、とても

“
不断の努力

"

はできませんc抽 象的な健康の概念だけでは、毎日の生活の中に広がる不健康さに気
付く力にはなりにくいのです。
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■生活の総体 として健康を見る

大牟羅良氏は、高度経済成長の波の中で物質的には豊になりながらも荒廃 してゆく
農民の生活を観察し、「病気というものは、その人の衣食住の在 り方、労働、休息、
睡眠、その他家庭内や近隣との人間関係など一切を含めた生活の総体の反映なのです
から ,,。 逆に言えば、病気、それは生活自体の歪みがあることを示す」という病気
の捉え方を示しています。

自分が自分の生活の歪みに気が付けば、医者に診断されるような病気になる前に対
策がとれるわけですから予防的な考え方と言えます。ただ、「正常な生活」を根こそ
ぎにされた観のある日本の現状では力を発揮しにくいのではと思われます。より高い
水準で、正常な生活を設定することが必要となります。

■福祉先進国スウェーデンの生活を通 じて学んだ健康観 ,生 活感
私は、スウェーデンのヨーテボリ市で2000年8月 から1年間、妻と、11歳の長女、
8歳 の息子、 5歳 の次女と一緒に暮らしてみました。子ども達は地元の小学校幼稚園
に通学、日本では診療所の勤務医だつた妻は専業主婦として、私は労働衛生の研究所
で頚肩腕障害の研究をしていました。私がスウェーデンで学びたい (生活したい)と
考えたのは二つの理由からです。
一つは、日本の職業関連性筋骨格系疾患の予防水準を高めたいと考えたこと。
二つ目には、ノーマライゼーションやバリアフリーの概念を生み出した北欧社会で
生活して、北欧社会の人たちが持っている労働感や生活感を実感 し、日本社会との違
いを学びたいと考えたからです。

(1)学校生活と子どもたち
・公立学校は全く無料 (交通費、文房具品、給食を含む)
・教室の中は明るく清潔で、窓際には植物やカーテンで飾られている。
・スウェーデン語学級があり、15人ぐらいの生徒 (出身国は様々)が 学んでいる。(人
口の12%を移民が占める)
。終業日には教室で各家庭が一品料理を持ち寄つた昼食会が開かれ、親や子や先生が

語 り合 う楽しい時間が持たれている。
・成績表の代わりに、 1年 間の勉強や行事の際の写真をまとめた手作り冊子が手渡さ
れる。
・家庭には里規制度があり、それぞれの友人の家庭で週末を過ごし、交流している。
・教育内容と労働条件の両面から、先生が時間的にも精神的にも子どもに目が行き届

くように整備されている。 (丁寧で、子どもを大切にした教育を可能にしている)
。子ども達を成績で脅かしたり競わせたりすることで教育しようとはしない。
人種や言葉や個性の違いがあっても人間が結びつき成長しあうことへの自信を、子ど

も達の体験を通じて強く感 じることができました。長女は、スウェーデンの教育を受
けて、「日本語が分からない子どもに日本語を教える先生になりたい」と将来を語る
ようになりました。

(2)家族と過ごす休暇の意味

2月 に 「ウインタースポーッ日」という休みの週があり、友人の多くは家族連れで
スキーに行くというので、一緒に一週間のスキーに行きました。
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夜行バスで 8時 間、リレハンメル近郊のスキー場は、日本より人が少なく安心して
滑ることができました。ホテルを含めてスキー場全体が健全で、スキー以外のレジャー施設はない。 しかし、プールもあり毎食は豪華で、夜はディナーに雰囲気で食事が
でき飽きることなく過ごしました。
バスの車内二泊を含むと、七泊八日に及ぶスキー休日を家族で過ごすことは日本で
は考えられない経験でした。また、費用の総額も15万円程度で、日本では考えられな
い安さでした。お金だけでなく、家族全員が、ゆったりと楽しむことができる時間を
持つことの幸せを実感できました。逆に日本人の生活は、同じ人生でありながら、毎
日の仕事に追われ、家族とゆったリスキーを楽しんだりすることもなく、自本人あ生
活は、本当に 「ノン ・損」だと思いました。みんなで夕食を食べているときに、「日
本の生活から見ると夢のようだ」と話すと、「日本人は死ぬほど頑張つて働いている
のに、どうして家族と楽しむことができないのか?何 を楽しんでいるのか?」 と質問
され、返事に窮しました。いろいろ日本人の生活について話をしていくと、最後に 「日
本人の人生は寒々しい人生だね」と言われました。
何のためにお金を稼いでいるのか。自分や家族のためであることは日本でもスウェーデンでも差はないのに、日本人の場合は、結局時間がないため、物を消費すること
に費や して収支を合わせるだけで終わってしまっているのではないでしょうか。
日本人の生活から豊かさを奪い去った 「長時間労働」に対して、その悪害を厳 しく
追及する取り組みを、時間がかかっても進めなければならないと強く意識させられま
した。

■まとめにかえて
現在の困難な時代だからこそ、「誰もが、楽しく幸せに生きていく権利の実現」を
見失うことなく追求していかなければならないと思います。最後に自分の健康 ・背活
をチェックポィン トを提起しておきます。

1.人 生を楽しみ、自然の恵みや人類の生み出した文化を享受できているか。
うまいものを食べ、きれいな空気を吸い美 しい木々の緑を味わい、時には音楽会
や美術館やスポーツ観戦にでも出掛けるような生活。
2.自 己変革と発達をしているか。
人と付き合つたり、本を読んだり、映画を見たり
人間になったかと思うことる

しながら去年より少 しはましな

3.家 族や仲間の一員として、悲喜を分かち合い、お互いの成長を保障しあっている
か 。

忘介鮮手食F象長革濡晶留意嬰奮じ〔露袴婁緩軍濡罷京告息墓ど魯盆婚孟ぞ岳:魯
識した努力がなければ人間同士の関係は急には作れない。家族であるならなおさら
のこと。「家族のため」という思いは、「お金を運ぶ」ことだけでは通じない。時間
と自分を運ぶことがなけれ,丸
4.快 適に働いているか      Ⅲ
労働 し、何かを生み出すことは喜びである。いい仕事がしたいし、人に喜んでも
らいたいし、世の中の役に立ちたい。働く権利を行使するために健康でありたい。
5.社 会の一員として働いているか
一人ひとりに人間が生活しやすく、住みやすく、働きやすく、人間らしく生きら
れるような社会を創 り出すためには、町内会活動、ボランティア活動、保育園や学
校での親としての活動を。

- 4 -



東海銀行(現UFJ銀 行)7AXづ キ ヨ移 ヨ驚 臣町 奄許

けた同僚に対して被奨者
L

かせてくれ」、「医者を陣んでく
りもう工度と声を発

東海銀行は、1989年 (平成元年)3月 13日付けで、故松井さん
が発症

日当日の様子を、意見書として名古屋北労基署に提出して
います。その

内容は以下のとおりです。

■発症当日の状況

(銀行の 「意見書」より)

ア.発 症前 日は、勤務振 りにおいて特に

変わつたことはなかつた。

発症当日の朝、直接セントラル病院に出向いてのCTの 検査を受
けてから、午前

11時 頃ローンセンタ
ーに出勤した。

その後、午後 5時 10分頃、帰ろうとしていた時 (机の上に書類はなく
きれいに片

づけていた)に 、被災者宛に電話が入り、相手と話し中に電話が切れ
たため、こ

ちらから電話をかけ直して再度話し中に突然発症したも
のである。

話の内容は全く分からないが、特に大声でやり合うような
こともなく、日頃の話

し振りと変わらなかつた。

発症の時亥Jは、午後 5時 15分 頃であつた。

被災者は、発症時自席の机の上に備せになり、話し中
の受話器を上司の村上調査

役の方に突き出したので、村上調査役は受話器を引き取り、事情
を説明して電話

を切つた。
一方、かけつけた同僚に対して被災者は

「寝かせてくれ」「医者を呼んでくれ」

と言つたきり、もう二度と声を発しなかつた。

同僚の河口調査役が、被災者を抱きかかえて、すぐそばにあ
る椅子に寝かせた。

その時、被災者がネクタイに手を伸ばそうとした
ので、河口調査役がネクタイを

ゆるめてやつた。

また、同僚が医師 (主治医の三浦医師)に 電話したと
ころ 「近くの医者へ」とい

うことであつたが、村上調査役が再度電話して、状況を説明
したところ 「ニ トロ

を飲ませるしかない」ということになり、
ニ トロを探したが見つからなかつた。

なおニ トロを探す
一方で救急車の手配もした。同時に被災者の奥さんにも電話し

た。

またこの頃、被災者の方を見ると、顔が紫色に腫れ上がり、痙撃
を起こしていた

こともあつて、とても素人が手を出せる状態でなか
つた。

この頃が午後 5時 20分
～ 25分 であつた。

死亡労働者の氏名 :松井靖夫

死亡労働者の生年月日 :昭和19年10月15日

死亡年月日 :昭和62年10月14日

イ .

ウ.

オ

カ

ク .

ケ .

サ .

ン .
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ス,救 急車は午後 5時 35分 V40分 頃に到着した。救急隊の人は 「瞳孔が開いてい

る」といつて首を振つていたが、酸素ボンベを持つてきてマッサージと酸兼吸入

を始めた。

セ。その頃、被災者の奥さんから電話があり、「被災者を連れていくなら中村 日赤 (名

古屋第一赤十字病院)に 連れて行つてくれ」とのことであった。

ノ.午 後 6時 頃、被災者の奥さんが子どもさんを伴ってローンセンターに到着した。

夕.午 後 6時 18分 頃、江口病院の江口医師が到着、死亡時刻は午後 6時 20分 とい

うことになった。                  .

以上の経過のとおり突然発症し、なすすべもないまま、被災者は死に至ってしまっ

たものと思われる。

■今 、 UF」 銀行 では ・・・

「食事に行く時間がないJ「休憩がとれない」という実態が続く中で、UFJ銀 行

は本気になつて行員
一人ひとりの健康管理を考えているのでしょうか。

14年 前に、東海銀行ローンセンターで亡くなつた松井靖夫さんの奥さんは、「二

度と夫のような労災死を出さないで欲 しい」と、最後まで訴えてきました。

東海銀行 (現UFJ銀 行)は この訴えを真摯に受け止めませんでした。

2001年11月、奥さんは子どもさんを残して病気でなくなりました。その後の要請で

も、UFJ銀 行は 「意見書は撤回しない。裁判で決着をつける」として、話し合いを

も拒否しています。

松井労災闘争を支援する会は、ご遺族とともに、奥さんの意志であつた 「二度と労

災死を出さない職場」、「謝罪などを要求」しています。

さらに、東海銀行の諸規定から明らかになつたことは次のとおりです。

(1)労働安全衛生委員会の規定がありません。

(2)労働安全衛生委員も決まっていません。

(3)毎月 1回 の委員会も開催されません。

(4)各職場では、職場の湿度や温度などを記録している…。その都度

(5)東海銀行では、銀行と職員組合の中央執行部とで、年 1回厚生委員会が開かれて

いますが、各職場では開かれていない。

(6)昭和44年～昭和45年の腱鞘炎多発の時も、厚生委員会が開かれ中央執行部と銀行

との話 し合いで決められ、各職場で労働者の安全について話し合われたことはな

い 。

■労基署、「金山支店」を監督 (支援する会から報告事項)
2002年3月20日、銀産労組・愛知県業部が愛知労働局

へ申告しました。
申告内容は、①l月15日の銀行合併以降、昼食休憩が就業規則で決められたとおりに

与えられていない。②システム研修のため長時間労働をさせられており、不払い残業
がある。 の 二点です。その後、5月14日、UFJ銀 行早朝宣伝行動の後、4名で愛

知労働局を訪ねました。
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名古屋北労働基準監督署が、「金出支店」に、4月 中旬に監督した。その結果明ら

かになつた点は、以下の点です。

① 「サービス残業」「昼食休憩」「勤務記録簿」で不十分な点か認められた
ので、追加

資料の提出を求めた。

②ある程度事実関係がはつきりしてきている。もう少し詰めなければならな
い。

③他の支店へも監督に入つている。が、どことは今は言えない。

④もし違反があれば勧告する。

③昼食休憩は、就業規則では 「午前11時から午後2時の間に与えなければならな
い」

となつている。

⑥違反まで行かなくても、労基署として指導はできる。

また、労働安全衛生委員会についても労働局で尋ねました。その結果、

「衛生委員会は、常時50人以上の従業員が在籍する支店では、衛生委員会を設けて、

毎月1回以上開催する」

とのことでした。通常は、衛生委員会は7名で構成し、構成員は、議長、銀行側3名 、

組合側3名で構成することが確認できました。

これら、銀産労が愛知労働局に申告した内容は、松井さんの要求と
一致しています

ので、今後も連携を強め協同で宣伝も運動も進めることを確認しました。

引き続き、松井労災闘争に温かいご支援をお願い致します。

EUF」 銀行の対応
・動きについて (銀産労の話)

特に統廃合以降の昼食休憩について全店調査 (一人
一人について)が 行われていま

す。これは団体交渉において、銀産労が、「全店調査」を要求したことに基
づいて実

施されています。前回の交渉では、6月の給与で差額を支払うよう準備し
ているとの

回答でした。支店によつては、 1月 からの時間外記録簿を
コピーして、各自に渡して

調査している支店もあります。

◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◇◆◇
◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

を女 八醒      念
鍵 員    sn萌 」

“
6月 21日、金丸さんを支援する会は、ゆたか福社会に対し、次の三点を申

し入れし

ました。

① 真 剣に和解に応じ、早期に解決をはかること。

② 主 治医の指導を厳格に守ること。

③ 金 丸支援する会の誹議、中傷をしないこと。

申し入れたのは、成瀬昇 (全国と新懇代表世話人)、中川武夫 (中京大学教授)、原

田弘一 (愛知健康センタ
ー)の 3名です。応対したのは鈴木清覚専務理事で、

「本日

の申し入れは断つたはず。金丸ニュ
ースが全国に送られ迷惑している。」と述べまし

た。成瀬氏は、rゅたか福社会で、こんな問題が起きていることに驚
いている。一日

もはやく円満解決を !Jと申し入れました。また、中川氏は、
「300名の職場でうつ病

4名 の発症は小さな数字ではない。」と指摘。原田氏は、
「うつ病の要因は、長時間労

働と職場のストレス」と発言しました。会談は、約20分で修了しま
した。
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おか しいぞ !団体定期保険

5月 16日 、午後 6時 30分から労働会館にて、第 6回総会が開催され

ました。参加者は 50名 超え、情勢報告、弁護団報告、最高裁での闘い

のポイントなど討議されました。

■情勢報告

4月 26日の名古屋高裁での判決は、「保険金は、びた
一文遺族に支払わなくてよい」

という、被告 ・住友軽金属の主張を全面的に認める不当判決でした。
一方、同じ住軽金を被告とする川本裁判 (原告は、川本、松本、荒木の三氏)は 、

4月 24日、一審判決を支持して保険金は遺族補償にあることを認める内容でした。団

体生命保険裁判でも、これら二つの判決は、ねじれた形になりました。さらに、名古

屋地裁のスミケイ運輸の園山・高野裁判も原告の主張を退ける不当な判決でした。

保険金詐欺ともいえる企業を許すことはできません。

近藤裁判は最高裁へ上告、川本裁判は住軽金が即日上告しため原告3名 も、上告し、

聞いは、最高裁へ移りました。

■弁護団報告

弁護団を代表して、水野弁護士から報告がありました。

近藤訴訟控訴審判決について (弁護士 水 野幹男)

1,判 決の内容

① 保 険金受取人の指定部分の無効 ・・口認めない。受取人は保険契約の重要部分

② 公 序良俗違反による受取人指定部分の無効

不労な利得はない。大株主としての地位の濫用。契約申込書の解釈。

③ 保 険金の全部もしくは相当部分の支払いの合意

契約申込書の解釈の誤り。

④ 信 義則上の引渡義務について

1953年以降の行政指導の解釈の誤り。

2 評 価

団体定期保険の歴史と趣旨 ,目的に対する無理解
3.上 告審の論点        ・

① 団 体定期保険の歴史から説き起こして、団体定期保険の趣旨・目的を明らかに

する。

② 住 友軽金属の締結していた団体定期保険とその運用の公序良俗違反を明らかに

する。

③ 受 取人指定部分の無効の主張

④ 信 義則上の引渡義務
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水野弁護士は、以上のように分析 し、上告審 (最高裁)で の聞いポイントを次のよ

うに述べました。
「最高裁では、日頭弁論を開かせる闘いが重要である。最高裁判所は、同じ住友軽

金属の団体定期保険契約において判例が分かれたことから、弁論を開かせる条件があ

る。日頭弁論をどのような内容で統
一させるかは、今後の闘いの如何にかかっている。

そして、最高裁判所の判断の示され方には、①上告棄却、②高裁判決を取り消して最

高裁が判断する、③高裁判決を破棄して、高裁に差し戻す、の三通りである。

最高裁判所の闘いでも、当事者間で和解の機運が煮詰まれば、最高裁判所もしくは

名古屋高等裁判所における和解による解決も可能となる。」

総会では、最高裁での勝利をめざして、支援活動を質、量ともに強めることを確認

しました。また、 6月 13日には、東京 ・板橋に支援組織が結成されました。さらに新

たな10万人署名運動、最高裁への定期的な要請行動、国連人権委員会や ILOな ど国

際機関への働きかけも提起されました。

名称についても、現在の 「おかしいぞ !『団体定期保険』近藤さんの裁判を支援す

る会」を、団体生命保険の民主化を含む、最高裁での闘いにふさわしいわかりやすい

新しい名称に改めることも確認 して総会を閉会しました。

名称は、

団体生命保険金を遺族に渡せ |

住軽金 「団体生命保険」裁判を支援する会 (仮称)

を考えていますが、創意ある名称の提案をお願いします。

東京で.団 体定期保険裁判を受援する会結成

位 置 づ 〔す の 高 さlrこ 感 激
土井 照 雄

6月 13日、東京板橋区で、団体定期保険の最高裁の闘いに勝利をめざす支援する会

が結成されました。この集会には、当日は有事法制阻止の集会と重なり、般裂きとな

りましたが、会場は満席となる62名が参加。名古屋からは、過労死弁護団 ・水野幹男

弁護士、原告 ・近藤弘子さん、近藤裁判支援する会 ・原回事務局長、ぜん息過労死裁

判で勝利 した元原告 ・鈴木美穂さん、住軽金 9争 議代表 ・土井照雄の 5名 が参加。始

めに水野弁護士が講演、近藤原告の訴え、原田氏の激励の挨拶、続いて板橋地区労連、

各労組、民主団体の代表から決意表明がされました。さらに、全国健康センタ
ー、東

京労連、弁護士、学者から次々逮帯の挨拶があり、最後に、方針、役員体制とすばら

しいアピールを採択しました。

この集会は、最高裁に向けて、闘いの意義の確認と力の結集にとつて、大きな成果

をあげました。また、これほど団体生命保険金の横取り事件が、人権や働くルールの

確立、生命保険事業にとつても重大な関わりを持ち、位置づけの高さと決意の高さに、

感激と敬意を表したい。

二次会、二次会も大いに盛 り上がったよ。
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愛知健康センタ
ーに、2002年 2月 に過労死され

たご遺族から、労

災申請について相談がありま
した。と
ンターでは、ご遺族の相談を受け、

事務局員 5名 で労災申請に
ついての留意点、アドバイスを行いました。

そのご遺族から近況を綴つたメ
ールを頂きましたので紹介致します。

今後もご遺族
へのご支援をお願い致します。

労働基準監督署の聞き取りがありま
した

岳忍撃品香寝垂縁F轟聖昌傑宅!重好亀抜
がら、こんなものでしようか ?

要に終わりました。

塾払猛祢る資料、友人の証言などを
まとめ

て

渥老ヤ墓話葛とこそそれら資料から帰
宅時間を推測し、表にまとめてまた提

出しに

行く予定です。

過労死家族の会のみなさんが、
メールで、裁半」の半」決について報告されてい

る中、

君騒夙総P誌星ふ邑留早諮格ョ|か聖髪を堅
:す。

:言 雪景ち号を昌」訟 1景 魯堺母螢
掲母宮季 :]言 督 と!:岳岳皆啓岳

ぞぃ

ます。

昨日、部屋の模様替えをして、子供と
3人の生活を立ち上げようと、気分を新た

に

し

議者名ちりし余裕が出てきたら、他の方
々の支援もできたらいいなと思います

。
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2002年 東日本セミナー開催される
一-16都 道府県から ″7r名 が参加

一一

6月 29日 (土)～ 30日 (日)、盛岡で開かれた東日本セミナ
ーに、愛知から参加

したのは、愛高教の坂さんと近藤裁判を支援する会の原日
の2名 でした。

「働 く者の健康破壊の要因
・背景と私たちの活動」と題した広瀬俊雄先生の記念講演

は、パソコンを駆使し、豊富な資料を大型スクリ
ーンで説明され、圧倒されました。

二日目の全体会で、最高裁で闘うことになつた近藤裁判の支援を訴えて帰
つてきま

した。

◆◇◆◇●◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇●◇◆◇●◇◆◇◆◇◇◆◇◆◇
◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇●◇◆◇◆◇●◇◆◇◆◇◆◇●◇●◇◆◇◆◇●◇◆◇◆◇◆◇●◇

健康保険共済組含呑部での

シンポジユームの報告

6月 15日～24日、フランス交流の旅を実施しました。学習と交流

を深め、今後の私たちの運動に大いに参考となる話を聞くことも出

来ました。今回は、健康保険共済組合での交流を報告しますc

○

○

①

Ｏ

克
の
旅

珠
と
の
ヵ弾流

ラフ

県

交

フランスの労働条件と労奨
・職業病問題について

愛知健康センタ
ー 大 池 昌 平

最初に共済組合本部代表の紹介および挨拶があり報告に入る。

フランスの社会保障のシステム

社会保障の歴史
………フランス革命、レジスタンス闘争など。

1946年生産をあげる中で、労働災害の多発、このような中1947年に社会保障制

度の充実に取り組み、フランス共産党の大臣が大きな役割を果た
した。

四つの柱………保険金庫など。 (基金が保険料納入と支払
いの二つに分離独立)

管轄………厚生省 (国)。健康保険組合には
一人のディレクタ

ーと数名の副会長。

地方レベル………県単位28組合。地域に128組合。

○ 役 割………①医療費の払い戻、②出産の払い戻、③労災補償、④
死亡の際の助成、

⑤障害者への助成

この他にこの機関がやつている活動としては、風邪、子ども、
たばこ、アルコ

ール中毒などの予防措置。 ,

① 出 産………前休暇10週間と後休暇 6週 間は、賃金
の64%支 払い。

男性には2002年1月 から育児休暇の支払い (3ヶ 月以内)

経営者がプラス3日 間の支払い負担。総賃金の84%支 給。
このため積

立金はなく、ほぼ100%近 い保障となつている。

① フ ランスの人日の中には失業者や、月収 490ユ
ーロ(約5.7万 円)以 下の低賃金

労働者が多いが、これらの人達にも保障される制度
がある。また、これらの人達か

らの健康保険料や共済組合費の徴収はしない。

-  1 1  -



400円 )ま で
一旦納めて払い戻しする。

代の収入状況などを判断して決める。

輸龍倍堅増暦控萬f弘競 ま障害者と
年まで保障。60歳以後は、老齢年金で死亡

まで保障。
会社や公社などが行 う。
9/0の手取り。

金に報告され、3ヶ 月間の平均月収で決ま

働者の場合は100%保 障)

○ 労 災事故 ・職業病の保障はそれぞれ96%保 障。

えを信用する。

上の証明が必要。 (57種類の基準)

い。最終的には力関係で決まる。

(例)ア スベス トがどこで使用されだかなど、科学的調査
に時間がかかる。

① 妙 離 の難
……

讐 径摩窒身繰

合は、戦 ― 唯 、鼓 キ 金

の10%以下、重度=10%以 上)

○ 労 災事故の多発は、保険料が高くなるため刑事裁判にな
る。

8 発響七毎藁ギ台壕消謝病昼埜密遣宏景裾群ン ち書語巽梁蛇兼多い○ 夜 勤 ・長時間労働を断ることができる
が、断つた場合よい評価はされない。

○ 労 災認定機関の構成メンバ
ー………労働者側8名、経営者側

。学識者など8名。
以 上

教育幌場の安全衛生管理体制の整備を求める通達
2年 1月 に通達

とい繁纂貸暮急督名材言賢所窃|ど卒唇辱縁祥姦舎姿冒窒観脅膏窒格晶【岳野再員喚皆ふ晶
確
を省終予基盈猟は、 1月15日付で、市軍封瀑空壁蕃雰選導苫亀蒼皆≧笙響講堰こ暑ぐよう通達を出しました。これによると「:

いない団体については、法の趣旨を踏まえた上で、早急に体制を
整備されるようにJ

通知しました。

県内の教職員労働者は、早くからこのことを指摘し、当局
に改善を要求してきまし

たが、県教育委員会と、市町村自治体は互いに整備
の責任を押し付け合い、これまで

警尋帝裏員糸警渥ど鷺名尋湊稿桝整穐暫希号暫含病法墾雇母釜啓晶ぶ堅枠吉どれ雀籍
果となりました。

教育現場は、学校五日制の実施により、
一日の労働密度が濃くなり、それに輪をか

け無定量の長時間労働を余儀なくされていると聞きます。行政
の整備を待つていては、

誓里富紀軽舎学言螢テ窃留弟
、岳曾録蜃系

母

排蟹芋F簿
磐暑[書 十]と

法の整備 と体制

これは、「皆さんの運動の成果です。」と
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常
は
、
「Ｈ
独
裁
判
官
物
語
」
で
司
法
の
経
み
を
と
お
し
日
本
社
会
の
企
み
を
も

浮
き
彫
り
に
し
高
い
評
価
を
得
た
が
ア
ラ
ン
片
相
直
樹
監
督
。
撮
影
は
、
片
制
監
常
と

の
コ
ン
ピ
で
多
く
の
作
品
を
送
り
出
し
て
い
る
山
本
駿
。
製
作
途
中
も
、
各
地
の
原
告

の
計
報
が
相
次
ぎ
そ
の
深
刻
な
実
態
に
驚
き
と
怒
り
を
新
た
に
せ
ぎ
る
を
得
な
い
映

画
づ
く
り
と
な
っ
た
。

企
画
・製
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、各
地
の
”
じ
ん
肺
“訴
訟
原
告
間
、弁
認
期
、
じ
ん
肺

闘
争
を
支
援
し
て
き
た
労
働
組
合
を
始
め
と
し
た
多
く
の
団
体
と
青
鏑
プ
ロ
ダ
ク

シ
ョ
ン
で
構
成
し
た
映
画
「人
と
し
て
生
き
る
」
製
作
委
員
会
。

Ｉ
Ｌ
Ｏ
（国
際
労
働
機
関
▼
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（世
界
保
健
機
関
）
は
二
〇
一二
年
ま
で
に
地
球

上
か
ら
の
じ
ん
肺
根
絶
を
各
国
政
府
に
呼
び
か
け
て
い
る
。
そ
の
た
め
に
は
な
に
よ
り

も
多
ぐ
の
人
々
に
”
じ
ん
肺
“を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
こ
の
国
の
企
業
も
政
府
も
、
生

産
と
効
率
を
優
先
さ
せ
、
人
の
い
の
ち
と
健
康
を
軽
視
す
る
政
策
を
改
め
よ
う
と
し

て
い
な
い
現
実
を
知
っ
て
ほ
し
い
、
と
。

映
函

「
人
と
し
て
生
き
る
」
製
作
委
員
会
は
、
ハ，ｐ
と
健
康
、
人
間
の
尊
腋
が
守
ら
れ

る
社
会
を
共
に
創
り
出
し
て
い
く
力
に
し
よ
う
と
ｉ
映
を
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

●
じ
ん
跡
と
は

人
類
最
古
に
し
て
今
日
で
も
毎
年
一、
二

０
０
人
を
超
え
る
重
症
患
者
が
認
定

さ
れ
て
い
る
と
い
つ
最
大
の
職
妻
病
で

す
。
石
茂
、
鉱
山
、
ト
ン
ネ
ル
な
ど
の
建

設
、
造
船
を
は
じ
め
と
す
る
製
造
秦
な

ど
多
く
の
職
場
で
発
生
し
て
お
り
、
紛

じ
ん
を
吸
い
込
む
こ
と
に
よ
っ
て
起
こ

る
肺
の
病
気
で
す
。
人
間
の
肺
は
、
吸
い

込
ん
だ
務
じ
ん
を
息
と
共
に
、
あ
る
い

は
疫
と
し
て
体
外
に
出
す
機
能
が
あ
り

ま
す
。
し
か
し
、
限
界
を
超
え
る
粉
じ

ん
を
吸
う
と
肺
の
中
に
酒
ま
る
よ
う
に

な
り
、
肺
は
繊
維
化
し
、
機
能
を
失
っ
て

し
ま
い
ま
す
。
繊
維
化
し
た
姉
の
機
能

は
，
っ
し
て
治
ら
ず
死
に
至
る
ま
で
造

行
す
る
不
治
の
病
で
す
。

ヒューマン・ドキユメンタリー

浮概:17月14回0
1 , 0 0 0円 t 6歳以上

一
律/当日1 3 0 0円のところ)

052-871-5433(愛労違)

052-353-1911(建交労)
― :凄
一

第1回上映/年後2時30分から
第2回上映/午後68きから
」R東 海「笠寺」駅徒歩 3分



槻 愛盤客楢評弔塁ま与i榛 さん、松

纂 鬼 監 s色 揺予欲 業員に住友生命1994年、原告三名の夫が在職中に病気で

など、九社に6,120万 円の団体定期保険をかけ保険金を取得
しました。

26ol年3月 6日 、名古屋地裁は「3,000万 円を下らない保険金を引き渡さなけれ

ば、公序良俗違反になる」と指摘し、
「原告らに遺族補償として

…。3,000万 円をも

って相当と認める」として、三人の原告に、「それぞれ 1,700万 円
から2,100万

円を支払え」という判決を下しました。2002年4月 24日、名古屋高裁民事第
二部は、

この地裁の判決を全面的に支持する判決を下したものです。

被告住軽金は、不当にも上告し、現在川本事件は、近藤裁判と共に最高裁
に上告し、

保険金の検取りの人権侵害を止めさせる判決を求めています。

筋籐 謳 官筑
/橋
議 錫話R

li 30受付開始           ｀
1

ヽ

検裁判から学ぶこと」 水野幹男弁護士  ヽ

議                  ヽ
会費3,000円           ヽ
数の変空
をお
曇と
して
ユ
リま
す。とラ_″)

愛知健康センタ
ーが支援している、過労死認定訴訟などの法廷日程は、以下

のとお

りです。勝利に向けて、是非、傍聴をお願いいたします。

月  日 事 件 名 肉 容 法 廷 な ど の 時 間

7月 8日 (月) 松井過労死裁判 (損害賠償) 地裁 PMl:10

7月 10日欲) 愛知製鋼 ・林裁判 (損害賠償) 地裁 AM10:00

7月 12日(金) 大同製鋼 。吉川裁判 (損害賠償) 地裁 PMl:10

7月 16日 (火) 名海運輸 (労災損害)林 裁判半J力 に 地裁 1101号 PMl:10

7月 17日は) スミケイ運輸 ・高野、園山裁判
(保険金引き渡し) 高裁 AM10:15(傍 聴不可)

8月 6日 (火) 大同製鋼 ・吉川裁判 (和解交渉) 地裁 PM4:00(傍 聴不可)
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